
宇都宮市立御幸小学校 第５学年【算数】領域別／観点別正答率

★本年度の市と本校の状況

本校 市

72.9 72.5
73.3 71.5
77.3 79.6
59.1 63.5

67.7 67.6
75.4 75.1
74.3 76.3

★指導の工夫と改善

 数量や図形についての技能

 数量や図形についての知識・理解

図形

数量関係

本年度

・この領域を指導するにあたっては，立体模型や１立方
センチメートルを使って学習を進め，体積の単位や大き
さについて具体的なイメージを持って学習できるよう指
導する。

今後の指導の重点

数と計算

数学的な考え方

・平均正答率は７３．３ポイントと市の平均正答率
を上回った。特に，立方体の体積を求める立式や
平均を求める問題の正答率が高かった。

数と計算

・平均正答率は７２．９ポイントと市の平均正答率
とほぼ同じであった。特に，文章問題を解くため
の小数の除法の立式は，正答率が高かった。

・この領域を指導するにあたっては，３・４学年の学習が
土台となるため，ぐんぐんタイムを活用して分数・小数の
四則の計算について復習を取り入れながら指導するとと
もに繰り返し学習で習熟を図る。 また，公倍数・公約数
等５年生で初めて学ぶ内容についても正しく理解できる
まで繰り返し学習を行い，定着が図れるようにする。

量と測定

・平均正答率は７７．３ポイントと市の平均正答率
より２．３ポイント下回った。特に，四角形の内角
の和が３６０度であること，外角は１８０度から引
いて求めることについて十分理解されてないため
に，求めることができなかった。

・この領域を指導するにあたっては，四角形は対角線で
二分すると三角形が２つできることや四角形の４つの角
を切り取り頂点を１点に集めると３６０度なることを操作
を通して指導し，正しく理解できるようにする。

・平均正答率は５９．１ポイントと市の平均正答率
を４．４ポイント下回った。特に，小数の計算につ
いては，十進法や計算のきまりが十分理解でき
ていないため，計算するときの順序や小数点を移
動が正しくできなかった。

・この領域を指導するにあたっては，既習の計算のきま
りを確認しながら，小数でも同じきまりで計算できること
を理解させていく。また，典型的な例題を解く時間を設定
して習熟を図る。
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